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日本外科宝函購読・投稿規定（昭.60. 1.改正〉

0本誌は毎年 1月， 3月， 5月， 7月， 9月および11月

の各月 1日lζ発行する．状況により臨時増刊を発行

する．

0予約購読料は昭和56年度より年額 6,000円（送料を

含む）とし，分売は 1冊 l,500円とする． 予約購読

希望者は 1年間購読料を添え日本外科宝函編集部に

申し込まれたい．

0掲載論文の著者および共著者は本誌予約購読者でな

ければならない．

0投稿原稿は編集者において必要と認める場合，加筆

・訂正することがある．

0和文原稿は 400字詰原稿用紙に横書きとし，新かな

づかいを用いる乙と．なお，ワードプロセ ッサー使

用の場合は， l行20字×20t=400字をもって l枚と
し，一行おきにプリン卜する乙と．

0欧文原稿は，タイプライターあるいは，欧文専用の

ワードプロセッサーで作成する．

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原稿lこは

欧文表題および欧文抄録，欧文原稿lとは和文表題お

よび和文抄録を添付されたい．

原著論文，綜説，臨床， 400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

0原稿の用語中，欧文固有名詞の頭文字は大文字を，

数字は原則としてアラビア数字を使用し，日本語化

した外国語は片かなで書くとと，欧文中の人名には

アンダーラインを引くこと（文献を除く）．

0数量の単位は下記の例による．

例： m,cm, mm, ml, kg, g，。C,μ., 9o, pHなど．

QKey words日本語，英語のそれぞれ 5語を選定し，

表題の下に記入する ζ と．また欧文で文献請求宛名

(Present address）を記入されたい．著者の所属は正

式名称IC従われたい．

OJ需薗，図などは白紙または青色方限紙に黒で清書し，

直ちに凸版製作可能の状態で送付されたい （学会発

表などのスライド原稿は，太字を用いるととか多い

平成 2年 12月20日印刷

平成 3年 1月 1 日発行

ため不適当 である ）. その帰入位置は原稿IL記入の

とと．

0表， 写真などは， すべて別紙に記入も しくは添付し，

j爾入箇所を原稿re:記入のとと．

0引用文献は一括して原稿末尾iζ記載する．原則とし

て IndexMedicus r：準じアルファベット順に並べ，

日本語文献も筆頭者のローマ字名のアルファベット

順に並べるとと，著者名は P名までとし，その後は

その他として省略する．
例．
1) Faris TD, Dkihans AJ, Marchioro 'J L, et al: 

Radioisotope scanning in auxiliary liver tran-

splantation. Surg fλn Obst 123: 1261-1273, 1966 

2) 三宅儀：副腎皮質ホルモンの測定と臨床．最新
医学 6:769 782，昭26.

3) Sissons HA: The growth of bone. /11 The 

Biochcmistory and Physiology of Bone edited by 

Bourne. G H, New York, Academic Press Inc 

1956, p. 72. 

4) 所 安夫 ：脳l陸揚．東京， 医学書院，昭34.
5) Wolf S, Wolf HG: Human Gastic Function, 

London Oxford Univcrsit" Press, 1943 

つ掲載料は l頁欧文9,0CO円， 不日文8,000円，図表，写

真，アート紙の使用コロタイプ，カラー図版などは

著者の実費負担をする

0別刷希望の場合は，投稿と同時IC希望部数を申し込

まれたい．別刷は 1頁20円を申しうける．

。原稿，図表は必ずコピーを一部添付し送付された

し、．

0原稿は完全なものとして御送付願いたい．著者校正

の際における加筆訂正は認めない．

0原稿は書留郵便で下記編集室宛IC送付されたい．原

稿が当編集室へ到着した日付を受付日とする．

0なお原則として原稿は返却しない．

〒606京都市左京区聖護院川原町54

京都大学医学部外科整形外科学教室内

日本外科宝函編集室宛

TEL (075) 7 5 1-3 6 5 9 

京都市左京区聖護院川原町54

編集兼発行者 津 和 宙＇＂＂＇、

京都市上京区下立売通小川東入

印 日リ 者 中 西 亮

京都市上京区下立売通小Iii東入

印 路I] 所 中西印刷株式会社

発行所

京都大学医学部外科整形外科学教室

日本外科宝函編集室

代表者 和 宙
U津

（振替口座京都 4-3691)

本誌に掲載された論文の無断転載を禁じます．
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(075) 823-1275 

「機能的で操作性にすぐれた」「あらゆる手術

に対応する汎用性」一一EFUCSシリ ーズ手術

台は，そのす ぐれた機能を手術室でじゅう

ぶんに発係します。

一般外科手術は云うにおよ lます， 脳神経外科

から整形外科まで，町、用範囲の広い昇降範囲

と傾斜角度を持った分離式手術台です。

・テーブノレ トップと コラム（文住）とに分雌

できます。

・EFU-C5シリーズ（；J:，設置場内iを自由に変更

できます0

・昇｜洋純四が11;＜各科とも同じコラムでご佼

f日になれます。

・テ一アール トップは全長にわたって X線透過

品目白｜カfひろ〈，透悦やm:;i~ i こも J！主 します0
・テープノV トッフはSONj影以外にも~富な極
iJ:i'iがあ りますので．各科・・.＇i-門ごとにJ°UJ血機

種~選定できます。
承認番号（61B）第1671号

島津メデイカル
本社 113東京都文京区本郷4-3-4明治生命本郷ピル
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「機能的で操作性にすくれた」「あらゆる手術

に対応する汎用性」 一一一EFU-CSシリ ース手術

台は，そのすぐれた機能を手術室でじゅう

ぶんに発揮します。

一般外科手術は云うにおよばず，脳神経外科

から整形外科まで，応用範囲の広い昇降範囲

と傾斜角度を持った分離式手術台です。

・テーブノレ トップとコラム（支住）とに分離

でき ます。

・EFU-C5シリ ーズCJ:，設置場所を自由に変更

できます0

・111；和範囲が広〈各干：｜とも同じコラムでこ使

川になれます。

・テーブノレ トッフは全長にわたって X線透過

前日 IJ N カ fひろく、 i盃悦やJ1［＇；~（~にも通 します。

・テーブノレ トップはSON形以外にも豊富な種

知がありますので，各干lW川ご とに最j血機

純をj注；Eできます。
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し本誌は毎年 1月， 3月， 5月， 7月， 9月および11

月の各月 1日に発行する．状況により臨時増刊を発

行する．
。予約購読料は昭和56年度より年額6,000円（送料を

含む）とし，分売は 1冊1,500円とする．予約購読
希望者は 1年間購読料を添え日本外科宝函編集室に

申し込まれたい．
。掲載論文の著者および共著者は本誌予約購読者でな

ければならなレ．
0投稿原稿は編集者において必要と認める場合，加筆

・訂正することがある
む和文原稿は400字詰原稿用紙に横書きとし新かな

づかいを用いること．なお，ワードプロセッサー使

用の場合は， 1行20字×20.Q =400字をもって 1枚

とし， 一行おきにプリントすること．
｛こ）欧文原稿は，タイプライターあるいは，欧文専用の

ワードプロセッサーで作成する

。原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原稿には
欧文表題および欧文抄録，欧文原稿には和文表題お

よび和文抄録を添付されたい．
原著論文，綜説，臨床，400字詰40枚以内（図表共）
症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

0原稿の用語中，欧文固有名詞の頭文字は大文字を，
数字は原則としてアラビア数字を使用し，日本語化
した外国語は片かなで、書くこと，欧文中の人名には
アンダーラインを引くこと（文献を除く）．

（ン数量の単位は下記の例による．
例： m,cm, mm, ml, kg, g, 'C, μ,%,pHなど．

三）Keywords日本語，英語のそれぞれ 5語を選定し，
表題の下に記入すること．また欧文で文献請求宛名
(Present address）を記入されたL、著者の所属は正
式名称に従われたい．

lコ挿画，図などは白紙または青色方眼紙に黒で清書し，

直ちに凸版製作可能の状態で送付されたい（学会発
表などのスライド原稿は，太字を用いることが多

平成 3 年 2 月 20日印刷
平成 3年 3 月 1 日発行

いため不適当である）．その挿入位置は原稿に記入

のこと．
0表，写真などは，すべて別紙に記入もしくは添付し，

挿入箇所を原稿に記入のこと．

C引用文献は一括して原稿末尾に記載する．原則とし
て IndexMedicusに準じアノレファベット順に並べ，
日本語文献も筆頭者の戸ーマ字名のアルファベット

順に並べること，著者名は3名までとし，その後は

その他として省略する．

i1!J. 
1) Faris TD, Dkihans AJ, Marchioro TL, et al: 

Radioi則 opescanning in auxiliary liver transpl制持
tion. Surg Gyn Obst 123: 1261-1273, 1966. 市

2）三宅儀 副腎皮質ホノレモンの測定と臨床．最新

医学 6:769-782，昭26.

3) Sissons HA: The growth of bone. In The 

Biochemistory and Physiology of Bone edited by 

Bourne. GH, New York, Academic Press Inc 1956, 

p. 72 

4）所安夫：脳腫蕩東京，医学書院，昭34.

5) Wolf S, Wolf HG: Human Gastic Function, London, 

Oxford University Press, 1943. 

0掲載料は 1頁欧文9,000円，和文8,000円，図表，写
真，アート紙の使用コロタイプ，カラー図版などIt

著者の実費負担をする．
0別刷希望の場合は，投稿と同時に希望部数を申し込

まれたい別刷は 1頁20円を申しうける．
0原稿，図表は必ずコピーを一部添付し送付されたい
O原稿は完全なものとして御送付願いたい．著者校正

の際における加筆訂正は認めない．
0原稿は書留郵便で下記編集室宛に送付されたい．原

稿が当編集室へ到着した日付を受付日とする．
0なお原則として原稿は返却しない
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(075) 823-1275 

「機能的で操作性にす くれた」「あらゆる手術

に対応する汎用性」一一一EFU-CSシリ ーズ手術

台は，そのすくれた機能を手術室でじゅう

ぶんに発揮します

一般外科手術は云うにおよばす，脳神経外科

から整形外科まで，応用範囲の広い昇降範囲

と傾斜角度を持った分離式手術台です。

・テ一アール トッフとコラム UdiJ とに分自IE
できま す。

・EFU-C5シリ ーズ(j：，設置場所を自由に変更

できます0

・111冷純同がjぶ〈各干十とも同じコラムでご使

川になれます0

・テ一アール トッフ はうで長にわた ってXMli登J自
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；）本誌は毎年 1月， 3月， 5月， 7月， 9月および11

月の各月 1日に発行する．状況により臨時増刊を発

行する．
。予約購読料は昭和56年度より年額6,000円（送料を

含む）とし，分売は 1冊1.500円とする．予約購読
希望者は 1年間購読料を11:：~ 日本外科宝函編集室に
申し込まれたい 退会の申し出がない限り，そのま
ま，自動継続となる．

0掲載論文の著者および共著者は本誌予約購読者でな
ければならない．

0投稿原稿は編集者において必要と認める場合，加筆
・訂正することがある．

0和文原稿は400字詰原稿用紙に横書きとし，新かな
づかいを用いること．なお，ワードプロセッサー使

用の場合は， l行20字× 20Q =400字をもって l枚
とし， 一行おきにプリントすること．

。欧文原稿は，タ イプライターあるいは，欧文専用の
ワードプロセッサーで作成する

つ原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原稿には
欧文表題および欧文抄録，欧文原稿には和文表題お
よび和文抄録を添付されたい．
原著論文，綜説，臨床， 400字詰40枚以内（図表共）
症例報告，研究速報＇ 400字詰15枚以内 （図表共）

0原稿の用語中，欧文固有名詞の頭文字は大文字を，
数字は原則としてアラビア数字を使用し，日本語化
した外国語は片かなで書くこと，欧文中の人名には
アンダーラインを引くこと （文献を除く）

0数量の単位は下記の例による．
J?U m, cm, mm, ml, kg, g，℃，μ，%，pH など．

QKey words日本語，英語のそれぞれ 5語を選定し，
表題の下に記入すること．また欧文で文献請求宛名
(Present address）を記入されたい．著者の所属は正
式名称に従われたい．

つ挿画，図などは白紙または青色方眼紙に黒で清書し，
直ちに凸版製作可能の状態で、送付さJcたい （学会発
表などのスライド原稿は， 太字を用いることが多い

平成 3 年 4 月 20日印刷
平成 3 年 5 月 1 日発行

渦ij.f;f:.兼発行者

印 席IJ 者

印 席IJ 所

ため不適当である）．その挿入位置は原稿に記入の

こと
。表，写真などは，すべて別紙に記入もしくは添付し

挿入箇所を原稿に記入のこと．

）引用文献は一括して原稿末尾に記載する．原則とし
て IndexMedicusに準じアノレファベット順に並べ，
日本語文献も筆頭者のローマ字名のアノレファベッ ト

順に並べること，著者名は3名までとし，その後は

その他として省略する．

J?U. 
!) Faris TD, Dkihans AJ, Marchioro TL, et al: 

Radioisotope scanning in auxiliary liver transplanta-

tion. Surg Gyn Obst 123: 1261-1273, 1966 

2）三宅 儀： ijlJ腎皮質ホノレモンの測定と臨床．最新
医学 6・769-782，昭26.

3) Sissons HA: The growth of bone. In The 

Biochemistory and Physiology of Bone edited by 

Bourne. GH, New York, Academic Press Inc 1956, 

p. 72 

4）所安夫：脳腫蕩．東京，医学書院，昭34.

5) WolfS. Wolf HG: Human Gastic Function, London, 

Oxford University Press, 1943. 

0掲載料は l頁欧文9,000円，和文8,000円，図表，写
真， アー ト紙の使用コロタイプ，カラー図版などは

著者の実費負担をする
0531]刷希望の場合は，投稿と同時に希望部数を申し込

まれたい， 5]1J刷は 1頁20円を申しうける．

0原稿，図表は必ずコピーを一部添付し送付されたい．
0原稿は完全なものとして御送付願いたい．著者校正

の際における加筆訂正は認めない．

0原稿は書留郵便で下記編集室~に送付されたL、．原
稿が当編集室へ到着した日付を受付日とする．

。なお原則として原稿は返却しない．

〒606京都市左京区聖護院川原町54

京都大学医学部外科整形外科教室内
日本外科宝函編集室宛

TEL (075) 751-3659 

京都市左京区聖護院川原町54

捧： 干日 恵

京都市上京区下立売通小川東入

中 西 亮

京都市上京区下立売通小川東入

中西印刷株式会社

京都大学医学部外科整形外科学教室

発行所 日本外科宝函編集室
代表者 小津和恵

（振替口座京都 4-3691)

本誌に掲載された論文の無断転載を禁じます．
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オパ空間を広vtるニユJ タイプ。

何回~~~

EF0-C5-50N 
島津製作所

医用機器事業部 604京都市中京区西ノ京桑原町！

(075) 823 -1275 

「機能的て操作性にすぐれた」「あらゆる手術

に対応する汎用性」一－EFU-CSシリーズ手術

台は，そのす ぐれた機能を手術室でじゅう

ぶんに発揮します。

一般外科手術は云うにおよはず，脳神経外科

から整形外科まで，応用範囲の広い昇降範囲

と傾斜角度を持った分離式手術台てす。

・テーブノレト ップとコラム（文作）とに分離

でき ます 。

• EFU-C5 シリーズ（j: ，設置場内；－~自由に変更

でき ます。

• 1rl-降純lttlがri.；くれ十｜とも同じコラムでごfil!

川に なれます。

・テーフル 卜yフは会長に わた ってX線透過

;Mlitlカ1ひろく. i：＆ 況や拍（；；t~ にも j!fil します 。

・テーブノレト ッフは50i¥ Jf；以外にも山高な極

wがありますので．れ刊＇ ，＇i-門ご とに最適機

r"rrをj}iiノとできます。
承認番号（61日）第 1671号

島津メテイカル
本社 113東京都文京区本郷ト3-4明治生命本郷ビル

(03) 38 18 -9600 
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M 
MULTAMIN 

言，，bヲ5：；，王
特 性 Eヒトに必要な13種類のビタミンを世界てはじめて1パイアルに充損した製剤である。

2 AMA（米国医師会）処方に準じて、日本人に適したビタミン量を配合している。

3操作が簡単て二異物混入や雑菌汚染の軽減が期待できる。

4副作用は342例中5例（1.5%）にみられ、主なものは消化器症状であった。

［効能・効果］
経口・経腸管栄養補給が不能又IJ.不十分で

高カロリ－fry脈栄養に頼らぎるをi与なレ場合

のビタミン補給

［使用上の注意1
1.ー般的注意

(1）本剤は、高カロリー輸液添加nil:して｛史m
L、経ri・経腸栄養が可能になった場合は、

速やかに経口投与に切り替えるこし（2);｛＞、

河lの添加J¥llであるポリオキシエチレン硬化

ヒマシ油を含有する医薬品でショックの発現

が報告されているので、投与に際しては、ア
レルギー既往廃、薬物過敏症等について十

分な1：：｝診を行うこしまた、経過観察を十分

に行い、異常があらわれ1、I品合にIJ.、直ちに
投与を中止し、適切な処置をtるこし

2次の患者には投与しないこと

（！）本町l])UJ.本舟l配令成分に過敏症の既往

僚のある患者（2）血友病忠者（パンテノー
ノν含有のため）

3次の患者には慎重に投与すること

（！）高カルシウム血症患者は、血液・尿検査

を行い、異常がみられた場合は、投与を中

止すること（コレカルシアエロール合有のた

め）。（2）腎隊容のある忠者（3）本人または

阿鋭・兄弟に気管支哨忠、発疹、務麻疹等

のアレルギーを起こしやすい体質を持つ患

者（4）薬物過敏注の既往歴のある患者

4副作用

(I）ショックまれにショック夜状を起こすζtが
あるので、観察を卜分にlT＼＇，血圧降下、胸
内苦悶、呼吸困難等の症状があらわれた

場合には、直ちに投与を中止し、適切な処置

を行うこと。

・用法・用量、その他の使用上の注意は
添付文書をご覧下さい。

／亡、＼ 資料踊求先

ド塁吋言詩格読書誌
＼士ノ〒104東京都中央区銀座2-7-12

91.5 



日本外科宝函購読・投稿規定 （昭.60. 1. 改正）

に）本誌は毎年 1月， 3月， 5月，7月， 9月および11

月の各月 l日に発行する．状況によ り臨時増刊を発

行する．
0予約購読料は昭和56年度より年額6,000円（送料を

含む）とし，分売は 1冊1,500円とする．予約購読

希望者は 1年間購読料を添え日本外科宝函編集室に

申し込まれたい．退会の申し出がない限り，そのま

ま，自動継続となる

0掲載論文の著者および共著者は本誌予約購読者でな

ければならない．

0投稿原稿は編集者において必要と認める場合，加筆

・訂正することがある．

0和文原稿は400字詰原稿用紙に横書きとし，新かな
づかし、を用いるこ と．なお，ワ ードプロセ ッサー使

用の場合は，l行20字x20 Q =400字をも って I枚

とし，一行おきにプリントすること．

0欧文原稿は， タイプライターあるいは，欧文専用の

ワードプロセッサーで作成する．

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原稿には

欧文表題および欧文抄録，欧文原稿には和文表題お

よび和文抄録を添付されたい．

原著論文，綜説，臨床， 400字詰40枚以内 （図表共）

症例報告，研究速報，400字詰15枚以内 （図表共）

0原稿の用語中，欧文固有名詞の頭文字は大文字を，

数字は原則としてアラヒア数字を使用し，日本語化

した外国語は片かなで書くこと，欧文中の人名には

アンダーラインを引くこと（文献を除く）．

C数量の単位は下記の例による．

ffflj ・ m, cm, mm, ml, kg, g，℃，μ，%， pHなど．

'-)Key words日本語，英語のそれぞれ5語を選定し，

表題の下に記入すること．また欧文で文献請求宛名

(Present address）を記入されたい．著者の所属は正

式名称に従われたい．

O挿画，図などは白紙または青色方眼紙に黒で清書し

直ちに凸版製作可能の状態で‘送付されたい（学会発

表などのスライド原稿は，太字を用いることが多い

平成 3年 8 月 20日印刷

平成 3 年 9 月 1 日発行

編集兼発行者

印 席。 者

印 席。 所

ため不適当である）．その挿入位置は原稿に記入の
こと．

0表， 写真などは，すべて別紙に記入もしくは添付し，
挿入箇所を原稿に記入のこと

0引用文献は一括して原稿末尾に記載するー原則とし

て IndexMedicusに準じアルファベット順に並べ，

日本語文献も筆頭者のローマ字名のアノレフ ァベッ ト

順に並べること，著者名は3名までとしその後は

その他として省略する．

例．
1) Faris TD, Dkihans AJ, Marchioro TL, et al: 

Radioisotope scanning in auxiliary liver transplanta・ 

tion. Surg Gyn Obst 123: 1261-1273, 1966. 

2）三宅 儀 ．副腎皮質ホノレモソの測定と臨床．最新

医学 6:769-782，昭26.

3）ち1ssons HA: The growth of bone. In The 

Biochemistory and Physiology of Bone edited by 

Bourne. GH, New York, Academic Press Inc 1956, 

p. 72. 

4）所安夫 ：脳腫蕩．東京，医学書院，昭34.

5) WolfS, Wolf HG: Human Gastic Funct問 1,London, 

Ox五ordUniversity Press, 1943. 

掲載料は 1頁欧文9,000円，和文8,000円，図表，写

真，アート紙の使用コロタイプ，カラー図版などは

著者の実費負担をする
O別刷希望の場合は， 投稿と同時に希望部数を申し込

まれたい．別制は 1頁20円を申しうける．

。原稿，図表は必ずコピーを一部添付し送付されたい

O原稿は完全なものとして御送付願いたい．著者校正

の際における加筆訂正は認めない．

0原稿は書留郵便で下記編集室宛に送付されたい．原

稿が当編集室へ到着した日付を受付日とする．

0なお原則として原稿は返却しない．

干606京都市左京区聖護院川原町54

京都大学医学部外科整形外科教室内

日本外科宝函編集室宛
TEL (075) 751-3659 

京都市左京区聖護院川原町54

津 和 言dc.葺J、

京都市上京区下立売通小川東入

中 西 亮

京都市上京区下立売通小川東入

中西印刷株式会社

京都大学医学部外科整形外科学教室

発行所 日本外科宝函編集室
代表者 小津和恵

（援替口座京都←3691)

本誌に掲載された論文の無断転載を禁じます
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1.好中球を選択的に増加させ、その機能を高めます

2.癌化学療法ネによる好中球減少状態を速やかに

回復させます

3.再生不良性貧血に伴う好中球減少症、先天性

好中球減少症等においても有用です

4 f郎、やすいアンプル入り液剤です

ー般名・フィルグラスチム（遺伝子組燦え、

（指）（要指）巴RANINJECTION 

5 副作！日の主なものは骨痛と発熱です
＊悪性リンパ腰、急性白血病、肺癌、卵巣f菌、事丸腫調書、神経芽細胞腫

［効能・効果］

＠…  ・・骨髄移植時の好中球数の増加促進

＠ 下記疾患におけるがん化学療法による

好中球減少症 悪性リンパ題、急性白血病

肺癌、卵巣癌、畢丸腫携、神経芽細胞腫

＠…骨髄異形成症候群に伴う好中球減少症

。… 再生不良性貧血に伴う好中球減少症

＠一…0 ・。 先天性・特発性好中球減少症

I使用上の注意｝
1.一般的，主意

（！）本市lの投与は好中球減少症患者に限定する

こし・121本剤投与中は定期的に血液険査をわ

い、必要以上の好中球（白血球）が増加しい、ょう

十分注意すること。必要以上の増加が認められた

場合は、減量、休薬などの適切な処置をとる二じ

(31過敏症の反応を予測するために、使用に際して

は十分なllil診を行う／：／：（，1：、あらかじめ皮櫛反応

試験を行うこtが望ましレ。！41がん化、r療法によ

る~frll球減少症忠者にあIしてはがん化学療法剤
投与後から本舟jを投与しがん化学療法開始前

の投与は避けること。＼5）骨髄異形成建候群のう

ち、芽球増加を伴う病型例は骨髄性白血病への

移行の危険性が知られているニとから、本剤の使

用に際しては採取細胞についてinvitroで芽球

コロニーの増加が認められないこtを確認するこ
と、（6）急性骨髄性白血病忠者（がん化学療法

改ぴ伺髄移航の場合）では本押lの使!flに先立

ち、採取細胞についてinvitro試験によりド剤刺

激による白血病細胞の増加の有貯を確認するこ

と。また、定期的に血液検査及び骨髄検H’ii
~ ＇，芽球の増加が認められた場合仁；ム本剤の投
与を中止するこし（7）小児に投与する場合に I~、
観察を十分にjj＼、依主に投与するニと。

2次の患者には投与しないニと
(I)本市lj）（は他の頼粒球コロニー形成刺激因子

製剤に過敏症の患者（2）骨髄中の芽球が十分

減少Lていない骨髄性白血病の.＇l＼者及び功、村I血液
中に骨髄芽球の認められる骨髄性白血病のE者

3次の患者には慎重に投与するニと
(I｝薬物過敏症の既往歴のある忠布

12）アレノレギー素因のある忠者

4副作用

~ l皮膚ときに発疹、発赤があらわれることがある。

121肝臓 tきにS-GOT、SGPTの上昇があらわ

れるこtがある。（3）消化器 tきに悪心・臨吐があ
i，われることがある。（4）筋・骨格系骨姉、また、と

きに腰而胸痛、関節痛があ3われること北、あム

ユその他 Ae-P,LDHS上昇、また、ときに発熱、
頭痛、倦怠感、動↑手、尿酸上昇、血清クレアチニ

ン上昇があらわれることがある。

上記以外の使用上の注意は添付文書をご覧下さい。

販売元・資料請求先

皇接穂訳書祖
〒104東京都中央区銀座2-7-12

製造元

牒麟麦酒株式会社、
干150東京都渋昔区神宮前6-26-1

的.10



日本外科宝函購読－投稿規定（平.3. 1 l. 改正）

0本誌は毎年 1月，3月， 5月，7月， 9月および11

月の各月 l日に発行する．状況により臨時増刊を発

行する．

0予約購読料は昭和56年度より年額6,000円 （送料を

含む）とし，分売は l冊1,500円とする．予約購読

希望者は 1年間購読料を添え日本外科宝函編集室に

申し込まれたい 退会の申し出がない限 り，そのま

ま，自動継続となる．

0掲載論文の著者および共著者は本誌予約購読者でな

ければならない．

0投稿原稿は編集者において必要と認める場合， 加筆

・訂正することがある

0和文原稿は400字詰原稿用紙に横書き とし新かな

づかいを用いること．なお，ワードプロセッサー使

用の場合は， l行20字x20 Q =400字をも って l枚

とし，一行おきにプリントすること．

。欧文原稿は，タイプライタ あるいは，欧文専用の

ワードプロセッサーで作成する．

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原稿には

欧文表題および欧文抄録，欧文原稿には和文表題お

よび和文抄録を添付されたい

原著論文，綜説，臨床， 400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報，400字詰15枚以内（図表共）

＇~）原稿の用語中，欧文固有名詞の頭文字は大文字を，
数字は原則としてアラビア数字を使用し，日本語化

した外国語は片かなで書くこと，欧文中の人名には

アンダーラインを引くこと（文献を除く）．

!ji~ 量の単位は下記の例による．

例： m,cm, mm, ml, kg, g，℃，μ，%，pHなど．

＇ ~ IKey words日本語，英語のそれぞれ 5語を選定し，

表題の下に記入すること．また欧文で文献請求宛名

(Present address）を記入されたい．著者の所属は正

式名称に従われたい．

0挿画，図などは白紙または青色方眼紙に黒で清書し，

直ちに凸版製作可能の状態で送付されたい（学会発

平成 3 年 10月 20日印刷

平成 3 年 11月 1 日発行

編集兼発行者

印 席ii 者

E~ 席｜］ 所

表などのスライド原稿は，太字を用いることが多い

ため不適当で、ある）．その挿入位置は原稿に記入の

こヒ．

、；：安，写真などは，すべて別紙に記入もしくは添付し，

挿入箇所を原稿に記入のこと．

0引用文献は一括して原稿末尾に記載する 原則とし

て引用した順に並べること，著者名は3名までとし，

その後はその他として省略する

例．
1) Faris TD, Dkihans AJ, Marchioro TL, et al: 

Radioisotope scanning in auxiliary liver transplanta-

tion. Surg Gyn Obst 123: 1261-1273, 1966. 

2）三宅儀副腎皮質ホノレモンの測定と臨床．最新

医学 6:769-782，昭26.

3) Sissons HA: The growth of bone. In The 

Biochemistory and Physiology of Bone edited by 

Bourne. GH, New York, Academic Press Inc 1956, 

p. 72 

4）所安夫：脳腫湯．東京，医学書院，昭34.

5) WolfS, Wolf HG: Human Gastic Function, London, 

Oxford University Press, 1943 

＼掲載料は l頁欧文10,000円，和文9,000円，図表，

写真，アート紙の使用コロタイプ，カラー図版など

は著者の実費負担をする．

0別刷希望の場合は，投稿と同時に希望部数を申し込

まれたい．別刷は I頁20円を申しうける．

O原稿，図表は必ずコピーを一部添付し送付されたl'. 

O原稿は完全なものとして御送付願いたい．著者校正

の際における加筆訂正は認めない

0原稿は書留郵便で下記編集室宛に送付されたい．原

稿が当編集室へ到着した日付を受付日とする．

。なお原則として原稿は返却しない．
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